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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成25年9月5日(2013.9.5)

【公開番号】特開2012-110841(P2012-110841A)
【公開日】平成24年6月14日(2012.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2012-023
【出願番号】特願2010-262259(P2010-262259)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/62     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  31/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  53/34    １３５Ｚ
   Ｂ０１Ｄ  53/14    １０２　
   Ｂ０１Ｄ  53/14    ＺＡＢＣ
   Ｂ０１Ｄ  53/14    １０３　
   Ｃ０１Ｂ  31/20    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二酸化炭素を含有するガスを吸収液に接触させて、前記吸収液に二酸化炭素を吸収させ
る吸収塔と、
　二酸化炭素を吸収した前記吸収液を加熱して二酸化炭素を前記吸収液から放出させて吸
収液を再生する再生塔と、
　前記吸収液の全有機炭素量及び全窒素量を検知し、検知される全有機炭素量及び全窒素
量の少なくとも一方を用いて前記吸収液の二酸化炭素回収性能の調節の要否を判断する管
理システムと
　を有する二酸化炭素の回収装置。
【請求項２】
　前記管理システムは、前記吸収液の二酸化炭素回収性能の調節が必要と判断した時に、
前記吸収液の吸収剤濃度を調節する制御部を有する請求項１に記載の二酸化炭素の回収装
置。
【請求項３】
　前記管理システムは、検知される全有機炭素量及び全窒素量の少なくとも一方を用いて
前記吸収液の吸収剤濃度を決定し、決定される吸収剤濃度に基づいて前記吸収液の二酸化
炭素回収性能の調節の要否を判断して調節の程度を決定する請求項１又は２に記載の二酸
化炭素の回収装置。
【請求項４】
　前記吸収液は、分子中の炭素と窒素の組成比が異なる２種の吸収剤を含有し、前記管理
システムは、検知される全有機炭素量及び全窒素量を用いて前記吸収液の各吸収剤濃度を
決定し、決定される吸収剤濃度の少なくとも一方に基づいて前記吸収液の二酸化炭素回収
性能の調節の要否を判断して調節の程度を決定する請求項１又は２に記載の二酸化炭素の



(2) JP 2012-110841 A5 2013.9.5

回収装置。
【請求項５】
　前記吸収液は、分子中の炭素と窒素の組成比が異なる３種以上の吸収剤を含有し、前記
管理システムは、検知される全有機炭素量及び全窒素量の少なくとも一方を用いて前記吸
収液の全吸収剤濃度を決定し、決定される全吸収剤濃度に基づいて前記吸収液の二酸化炭
素回収性能の調節の要否を判断する請求項１又は２に記載の二酸化炭素の回収装置。
【請求項６】
　前記管理システムは、検知される全有機炭素量の全窒素量に対する比に基づいて前記吸
収液の二酸化炭素回収性能の調節の程度を決定する請求項５に記載の二酸化炭素の回収装
置。
【請求項７】
　前記管理システムは、前記吸収液に水及び吸収剤の少なくとも一方を供給するためのタ
ンクを有し、前記制御部は、前記タンクからの供給の制御によって前記吸収液の吸収剤濃
度を調節する請求項２に記載の二酸化炭素の回収装置。
【請求項８】
　更に、前記吸収液が前記吸収塔及び前記再生塔に交互に繰り返し供給されるように前記
吸収液を循環させる循環系を有し、前記管理システムは、前記吸収液の二酸化炭素回収性
能の調節が必要と判断した時に、前記吸収液の循環系としての二酸化炭素吸収性能を調節
する作動制御部を有する請求項１～７の何れか１項に記載の二酸化炭素の回収装置。
【請求項９】
　前記作動制御部は、前記吸収液の循環系としての二酸化炭素吸収性能を、前記吸収液の
液温及び循環速度の少なくとも一方の制御によって調節する請求項８に記載の二酸化炭素
の回収装置。
【請求項１０】
　前記管理システムは、前記吸収塔において二酸化炭素を吸収した吸収液を採取する第１
の採取部と、前記再生塔において再生された吸収液を採取する第２の採取部とを有し、前
記第１及び第２の採取部で採取される吸収液の無機炭素量を検知して、吸収液の実際の二
酸化炭素回収量を決定し、前記吸収液の二酸化炭素回収性能の調節の適否を確認する請求
項１～９の何れか１項に記載の二酸化炭素の回収装置。
【請求項１１】
　二酸化炭素を含有するガスを吸収液に接触させて、前記吸収液に二酸化炭素を吸収させ
る吸収工程と、
　二酸化炭素を吸収した前記吸収液を加熱して二酸化炭素を前記吸収液から放出させて吸
収液を再生する再生工程と、
　前記吸収液の全有機炭素量及び全窒素量を検知し、検知される全有機炭素量及び全窒素
量の少なくとも一方を用いて前記吸収液の二酸化炭素回収性能の調節の要否を判断する管
理工程と
　を有する二酸化炭素の回収方法。
【請求項１２】
　更に、前記管理工程において前記吸収液の二酸化炭素回収性能の調節が必要と判断した
時に、前記吸収液の吸収剤濃度を調節する調節工程を有する請求項１１に記載の二酸化炭
素の回収方法。
【請求項１３】
　前記管理工程において、検知される全有機炭素量及び全窒素量の少なくとも一方を用い
て前記吸収液の吸収剤濃度を決定し、決定される吸収剤濃度に基づいて前記吸収液の二酸
化炭素回収性能の調節の要否を判断して調節の程度を決定する請求項１１又は１２に記載
の二酸化炭素の回収方法。
【請求項１４】
　前記吸収液は、炭素と窒素の組成比が異なる２種の吸収剤を含有し、前記管理工程にお
いて、検知される全有機炭素量及び全窒素量を用いて前記吸収液の各吸収剤濃度を決定し
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、決定される吸収剤濃度の少なくとも一方に基づいて前記吸収液の二酸化炭素回収性能の
調節の要否を判断して調節の程度を決定する請求項１１又は１２に記載の二酸化炭素の回
収方法。
【請求項１５】
　前記吸収液は、炭素と窒素の組成比が異なる３種以上の吸収剤を含有し、前記管理工程
において、検知される全有機炭素量及び全窒素量の少なくとも一方を用いて前記吸収液の
全吸収剤濃度を決定し、決定される全吸収剤濃度に基づいて前記吸収液の二酸化炭素回収
性能の調節の要否を判断する請求項１１又は１２に記載の二酸化炭素の回収方法。
【請求項１６】
　前記管理工程において、検知される全有機炭素量の全窒素量に対する比に基づいて前記
吸収液の二酸化炭素回収性能の調節の程度を決定する請求項１５に記載の二酸化炭素の回
収方法。
【請求項１７】
　前記調節工程において、前記吸収液に水及び吸収剤の少なくとも一方を供給することに
よって前記吸収液の吸収剤濃度を調節する請求項１２に記載の二酸化炭素の回収方法。
【請求項１８】
　前記吸収工程及び前記再生工程を交互に繰り返すことによって、前記吸収液は前記吸収
工程と前記再生工程とを循環し、更に、前記管理工程において前記吸収液の二酸化炭素回
収性能の調節が必要と判断した時に、前記吸収液の循環系としての二酸化炭素吸収性能を
調節する工程を有する請求項１１～１７の何れか１項に記載の二酸化炭素の回収方法。
【請求項１９】
　前記吸収液の循環系としての二酸化炭素吸収性能は、前記吸収液の液温及び循環速度の
少なくとも一方の制御によって調節する請求項１８に記載の二酸化炭素の回収方法。
【請求項２０】
　前記管理工程は、前記吸収工程において二酸化炭素を吸収した吸収液を採取する第１の
採取工程と、前記再生工程において再生された吸収液を採取する第２の採取工程と、前記
第１及び第２の採取工程で採取される吸収液の無機炭素量を検知する工程と、検知される
無機炭素量を用いて吸収液の実際の二酸化炭素回収量を決定し、前記吸収液の二酸化炭素
回収性能の調節の適否を確認する工程とを有する請求項１１～１９の何れか１項に記載の
二酸化炭素の回収方法。
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